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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
近年、ホームネットワーキングが重要性を増しており、その実現において WLAN(Wireless LAN) な
らび電力線搬送通信 (Power-Line Communication, PLC) が有望な技術として浮上している。PLC は、
IEEE 1901 規格として制定され、家庭内に既に敷設済の電力線インフラを利用して 200Mb/s 程度の高
速性と接続容易性の提供が可能である。既存の通信機器は PLC モデムを介して電力線によるデータ
通信を行うが、高速性の実現のために Ethernet などのデータリンク層フレームの連結機能や PLC モ
デム間の半二重通信機能が実装されている。しかしながら、それらの機能がインターネット経由の広
域アクセス、および、家庭内における種々の通信機器が混在する環境下で効率的に動作するかは未定 
である。そこで本論文は、有線/無線ネットワークに接続された PLC 環境において、エンド• ツ •ー
エンドのデータ伝送の効率および信頼性を向上させることを目的とした研究をまとめている。 
第2章では、構成要素である PLC と WLAN 技術の物理層とデータリンク層の仕様を紹介し、第3
章では、インターネットの代表的なトランスポートプロトコルである TCP(Transmission Control 
Protocol) について、特に本論文で着目しているネットワークの輻輳回避メカニズムを整理している。 
第4章では、有線インターネットに接続した PLC ネットワークの転送性能に着目した結果、往復伝
播遅延 (RTT) の異なる複数の通信フローが PLC ネットワーク内に混在し、また、PLC ネットワー
ク内に異なる通信フローが存在する場合に各フローのスループットに不公平性が生じることを示した。
その解決に各フローの TCP の輻輳回避メカニズムに PLC モデムが把握可能な収容フローの情報を
動的に反映させる手法を提案し、各フローのスループット特性の改善と公平性の提供が可能であるこ
とをシミュレーションにより明らかにしている。 
第5章では、PLC における電力線雑音環境の違いによる TCP スループット特性の調査より、劣悪
な環境下において受信ホストからの送達確認 (Acknowledge, ACK) パケットの連結が転送性能の劣化
の主因になることを示した。そこで、IEEE 1905.1で提案されている複数技術の利用に着目し、PLCと
WLANの双方が利用できる環境を想定して、送信側からの TCP データパケットは高速性の実現のた
めに PLC ネットワークを、受信側からの TCP ACK パケットは WLAN を経由して通信する協調方
式を提案した。シミュレーションによる評価において、劣悪環境下における性能は改善されるものの、
PLC が通常環境下で WLAN における通信距離が長い場合に効果が見られないことが判明した。そこ
で双方のネットワーク環境を PLCモデム が判断して TCP ACK パケットの転送先ネットワークを
動的に切り替える改善手法も提案している。さらに、複数機器間通信を考慮した場合の本協調方式の
性能についても詳細に調査し、いかなる環境下においても有効であることを示している。 
最後に第6章では、本論文の成果を要約している。 
 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文ではPLCを広範に利用することを想定した場合の問題点を明らかにするとともに、その改善
手法の提案と有効性を調査している。これらの提案方法は新規性および実用性において優れており、
情報通信工学に大いに寄与するものである。論文調査においては、調査委員から各提案方式の妥当性
や実現可能性などの質問、ならびに、PLCやWLAN,TCPなどの要素技術に関する確認がなされたが、
いずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。また、公聴会は英語にて発表し、多数の出席者（委
員含む23名）から種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
